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2017 年８月 23 日、羊の解体の技法をアムド・レプコン（青海省同仁）近郊にあるアン
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心臓と肺が収まる胸郭部分（ya khog）に血が溜るので先ずはそこから血を汲み出す必要
がある。
肺臓・心臓・肝臓・脾臓・腎臓のいわゆる五臓は、アムド地方では 肺臓 glo ba ロワ、 
心臓 snying ニャン、肝臓 mchin ba チンバ、脾臓 mtsher ba ツェルワ、腎臓 mkhal ma クヮ
マ と呼ばれる。
六腑は、胃 pho ba ホワ、（小）腸 rgyu ma ジュマ、大腸 long ga ロンカ、三焦 bsam 
se’u サムスィ（精巣／卵巣）、膀胱 lgang ba ガンワ、 胆嚢 mkhris thum ティトゥム である。
ホワは胃という意味とお腹全体を意味する時がある。
消化系臓器
牛や羊など反芻動物には複数の胃があるが、第一の胃を表す単語は grod pa ジョッパ 
あるいは kyo pu ジョプである。
第二第三の胃は、kyo pu dpe cha ジョプ・ホェチャ、kyo pu pho sul ジョプ・ホスと呼ぶ。
地方によっては第三の胃に繋がるものを第四の胃と呼ぶ場合もあるが、この地方ではジョ
プ（胃）とはみなさず単にホワと呼んでいた。





マである。phye rgyu シジュ、khrag rgyu チャクジュ、これらは小腸の部位で作る。大










g-yas rgyu イジュ、 khrag rgyu チャクジュ、そして phye rgyu シジュと呼ばれる腸詰
め料理が一般的に好まれるという。
g-yas rgyu イジュの中に詰めるものは、ske sha フキヒャ＝頸肉、glo ba ロワ＝肺臓、



















khrag rgyu チャクジュ（血のソーセージ）の中に詰めるものは、khrag チャク＝血 、
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して mchin ba チンバ＝肝臓を入れるのが一般的だが、今回は肝臓の状態が良くなかった
のでその代わりに脾臓 mtsher ba ツェルワが使われていた。茹で上がりは黒いので rgyu 
nag ジュナクと呼ばれる。
phye rgyu シジュの中に詰めるものは、タカジュの中に詰めるものに足して、gro phye 
トシ＝小麦粉あるいは sran phye センシ＝豆粉、sgog pa フゴッパ＝ニンニク、tshwa ツァ
＝塩、tsong ツォン＝葱であった。
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